
昭
和
五
十
六
年
六
月
二
十
六
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

四
二
） 

答

弁

第

四

二

号 
   

衆
議
院
議
員
草
川
昭
三
君
提
出
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
尿
素
肥
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
我
が
国
の
経
済
協
力
に
関

す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
四
第
四
二
号 

昭
和
五
十
六
年
六
月
二
十
六
日 

衆

議

院

議

長 
福 

田 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

鈴 

木 

善 

幸 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
草
川
昭
三
君
提
出
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
尿
素
肥
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
我
が
国
の
経 

済
協
力
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
尿
素
肥
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
国
際
協
力
事
業
団
が
昭
和
五
十
三
年
に
実
施
し
た 

フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
調
査
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
初
頭
操
業
開
始
を
前
提
に
総
所
要
資
金
を
三
億
一
千
三
百

万
ド
ル
と
見
積
つ
て
い
る
。 

そ
の
見
積
り
に
当
た
つ
て
は
、
国
際
協
力
事
業
団
が
派
遣
し
た
調
査
団
が
保
有
し
て
い
る
資
料
に
よ
つ
た
。

ま
た
、
一
般
に
見
積
り
を
行
う
場
合
、
国
際
的
評
価
に
も
耐
え
得
る
精
度
の
高
い
も
の
と
す
る
た
め
、
調
査
団

が
保
有
し
て
い
る
資
料
以
外
の
資
料
を
も
参
考
と
す
る
こ
と
が
、
開
発
計
画
調
査
の
分
野
で
国
際
的
に
も
慣
行

と
な
つ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
見
積
り
に
つ
い
て
も
、
資
料
の
補
填て

ん

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

総
所
要
資
金
は
、
我
が
国
か
ら
の
借
入
金
の
ほ
か
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
か
ら
の
出
資
金
で
賄
わ
れ
る
計
画
と

な
つ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。 

ま
た
、
交
換
公
文
の
締
結
時
点
に
お
い
て
、
本
件
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
操
業
開
始
時
期
は
昭
和
五
十
九
年
初
頭

前
後
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。 

右
の
方
法
を
と
つ
た
。 

御
指
摘
の
入
札
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
政
府
と
し
て
は
関
与
し
な
い
の
で
、
直
接
承
知
し
得
る
立
場
に
な 

い
。 国

際
協
力
事
業
団
が
実
施
し
た
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
調
査
は
、
工
期
を
三
十
六
か
月
と
見
積
つ
て
い
る
。 

四 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

昭
和
五
十
三
年
に
国
際
協
力
事
業
団
が
実
施
し
た
本
件
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
調
査
で 

は
、
当
該
仕
様
変
更
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
が
、
そ
の
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
で
仕
様
変
更
の
必
要
が
生

じ
、
こ
れ
を
含
め
て
入
札
が
行
わ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
本
件
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
資
金
協
力
の
決
定
に
当
た
つ
て
は
、
慎
重
か
つ
十
分
な 

検
討
を
経
て
こ
れ
を
行
つ
た
も
の
で
あ
り
、
右
決
定
の
経
過
に
お
い
て
疑
問
は
な
か
つ
た
も
の
と
考
え
る
。
他

方
、
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
関
係
資
料
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
外
交
的
配
慮
等
か
ら
不
適
当
な
も
の
も 

追
加
資
金
に
つ
い
て
は
、
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
一
部
仕
様
の
変
更
並
び
に
建
設
期
間
中
の
金
利
の
上
昇

に
よ
り
、
総
所
要
資
金
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
必
要
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

五 

 



 

六 

あ
る
が
、
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り
提
出
し
、
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




